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大平正芳の中国・東アジア外交

歴史の転換点に大平正芳はどのような舵取りを行ったのか？
いま、日本の政治は大平外交に何を学ぶべきなのか？

本書では13人の気鋭の研究者が執筆した「総論」の他、「経済外交」「地域主
義」「アジア外交」「対中外交」「対ソ外交」「対中経済外交」の6つの論点に
関わる論文をおよそ時系列的に採録。
大平外交の対外政策を「外交文書」に基づいて分析した事例研究が採録されて

いる点、大平外交の受け手であった「中国」や「台湾」の観点に関わる論考が掲
載されている点で、おおいに意義のある論文集となる。

経済から環太平洋連帯構想まで
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